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今期は増収大幅増益を予想

大阪ゴム商業会が通常総会開催
新会長に森孝裕モリテック社長

森孝裕新会長

かなければならないと考えて

いる。

　【新役員体制】
　相談役大西健路◇同大橋幸

一郎◇会長森孝裕◇副会長糸

井宏之◇同加藤廣◇会計理事

小賀野哲朗（オガノ社長）◇

理事清水俊文（清水商会社

長）◇同山本高裕（丸山産業

社長）◇同犬伏博明（コーキ

マテリアル社長）◇監事大西

浩太郎◇同中川洋平

　大阪ゴム商業会は６月３

日、大阪薬業健康保険組合

（大阪市中央区）特別会議室

で通常総会を開催した。今年

度は新型コロナウイルス感染

防止のため、会員数５２人のう

ち出席は役員を含め１１人、議

決権行使書２３人、委任状８人

で実施した。

　冒頭、大西健路会長（宇都

宮製作会長）が「昨年度は屋

外で行うゴルフやソフトボー

ル大会以外の行事の大部分は

開催を中止した。新型コロナ

が一日も早く収束し、全ての

行事を盛大に開催できる日が

来ることを祈っている」とあ

いさつ。続いて１号議案から

５号議案について審議し、全

て承認可決された。

　今期は任期満了に伴う役員

改選が行われ、会長に森孝裕

氏（モリテック社長）、副会

長に糸井宏之氏（千歳商事社

長）と加藤廣氏（西部ゴム社

長）を新たに選任。新監事に

大西浩太郎氏（宇都宮製作社

長）と中川洋平氏（中川ゴム

社長）がそれぞれ就任した。

また、大西健路氏と大橋幸一

郎氏（ムツボシ社長）は相談

役に、松平佳敬氏（五合社

長）と中川英一氏（中川ゴム

会長）は退任となった。

　なお、例年総会後に開催し

ている「永年勤続優良従業員

表彰式」は中止した。表彰対

象者４１人には表彰状、記念

品、粗品、大阪府と大阪市か

らの祝辞を添え、各企業宛に

郵送することを報告した。

　森新会長のあいさつ　就任
にあたり、旧役員に感謝申し

上げる。当会は長い歴史を誇

り、来年で創立７０周年を迎え

る。ただ、これからは時代の

変化に応じた会の運営の在り

方や会の存在異議も考えてい

西日本ゴム商組　通常総会を開催

新理事長に弓削田敬キュウエイ社長

弓削田敬新理事長

　西日本工業用ゴム製品卸商

業組合は５月２８日、第４２回通

常総会を開催した。総会には

新旧理事長、副理事長の４人

が出席し、各議案は可決され

た。

　今回は任期満了に伴う役員

改選が行われ、新理事長に弓

削田敬キュウエイ代表取締役

が、副理事長に�口光茂ヒグ

チコーポレーション代表取締

役と兼行民治郎九州パッキン

グ製作所取締役社長が、理事

に大竹山靖浩鹿児島ハマ産業

代表取締役が新たに就任し

た。

３月期）を最終年度とする３

カ年の中期経営計画（３月８
日号既報）をスタートさせた。
既存事業の“深化”と将来の

種まきを行う“新化”を推進

し、“新化”の中では売上高の

８０％を占める自動車事業に

おけるCASE要求への対応を

最重要課題に据える。

　「具体的な取り組みとして、

EV（電気自動車）における電

池パック用防振ゴム、FCV

（燃料電池自動車）における

スタック用シールゴム、車載

用ECU（電子制御装置）のケ

ース用防振ゴムなどの開発を

進めている。技術体制を強化

し、新素材・新工法を駆使し

て全力で対応しており、早い

物では２０２２年春頃から市場

に導入する予定。発表できる

時期になり次第詳細を公表す

る」（同）

　設備投資は２０２０年３月期

水準の５３億円を計画（前期は

４０億円）している。「既存事業

において生産性向上や省力化

に投資するほか、将来の種ま

きの事業（EVやFCVに関す

る製品開発なども一部含む）

への投資にも着手している。

さらに、グループ全体のDX

戦略推進に向けた新規投資も

行う。地域別では、アセアン、

インドへの投資は継続し、日

本では省力化への投資が主に

なる」（フコク）。

拡販による売り上げ増加を見

込むほか、体質改善への取り

組みを続け、さらなる損益分

岐点の引き下げに努める」

（同）。

　営業利益は、原材料費・運

賃、経費の増加を見込むが、

売上高が約７０億円増加するこ

とで操業度益が２０億円強回復

する見通し。全セグメント

（機能品、防振、産業機器、

ホース、金属加工）と全地域

（日本、ASEAN＆インド、

中国、韓国、米州・欧州）で

の黒字化を目指す。

　今期は２０２３年度（２０２４年

　フコクは６月４日、２０２１

年３月期決算説明会をオンラ

インで開催した。

　それによると、売上高が

６３２億１，４００万円で前期比

１５．５％減、営業利益が６億

９，３００万円で同２１．１％減、経

常利益が１４億３，５００万円で同

４６．６％増、純利益が１２億５，４００

万円で同３０５．７％増となった。

　売上高は下期から受注が回

復傾向に転じたものの、新型

コロナウイルス感染拡大によ

り上期に受けた影響は大き

く、完全に挽回するまでには

至らなかった。一方、利益面

では「体質改善、生産工程合

理化、経費削減など、聖域な

き改革を実施した結果、前年

水準には届かなかったが黒字

を確保できた」（小川�社長）。

　２０２２年３月期業績は、売

上高が７００億円で前期比

１０．７％増、営業利益が３３億

７，０００万円で同３８６．２％増、経

常利益が３５億円で同１４３．９％

増、純利益が２２億円で同

７５．４％増と予想。「受注回復と

フコク　２０２１年３月期決算説明会

日本ゴム協会関東支部

進めており、高圧水素シール

用ゴム部材の評価設備につい

て紹介」

　◇東京工業大学中嶋研究室

「ゴムを中心とした高分子材

料のナノ構造・ナノ力学物性

の計測を通じて、ゴムの物理

に貢献できるような研究を行

っており、主力装置である原

子間力顕微鏡の前で実際に測

定している様子を紹介」

　◇東京農工大学斎藤研究室

「ポリマーブレンド、超臨界

発泡、延伸、光学・偏光顕微

鏡観察、密度測定、衝撃試験

などの実演と研究室に保有の

　日本ゴム協会関東支部は６

月２３日、２０２１年度からの新

しい試みとして、全国にある

大学の研究室をオンラインで

紹介する見学会を開催する。

実際に訪れたのでは、１日で

全てを巡ることができない全

国の大学研究室について、１

日で知ることができる貴重な

見学会と言える。

　日本ゴム協会の斎藤拓会長

は「大学の研究室を知らない

人も多いと思うので、研究室

が何に取り組んでいるかを紹

介できる良い機会と考えてい

る」と話す。

６月２３日に見学会を開催
全国の大学研究室を知る貴重な体験

X線散乱測定装置、AFM、顕

微IR、熱分析装置、誘電緩

和測定装置などを紹介」

　◇京都大学竹中研究室「散

乱法および顕微鏡法を用い

て、ゴム充填系をはじめとす

る高分子集合体の自己組織化

の時空間階層構造・形成過程

の解明を目指しており、超小

角X線散乱装置、光散乱装置

等の散乱装置を紹介」

　◇長岡技術科学大学河原研

究室「ゴムNMR、三次元

TEM、三次元SEM、ラボプ

ラストミル、万能試験機およ

び研究室にある装置や試料を

紹介」

　申し込み締め切りは６月１８

日。詳しい問い合わせは、日

本ゴム協会関東支部見学会係

�０３・３４０１・２９５７、E－mail：
kanto@srij.or.jpまで。

　■大学研究室と見学内容
　◇長岡技術科学大学竹中研

究室・分析計測センター「ア

ニオン重合装置、ガラス細

工、文部科学省『先端研究基

盤共用促進事業』成果である

X線、EELS、SEM、NMR等

の遠隔操作を実施、紹介」

　◇愛知工業大学福森研究

室・山田・佐藤研究室「高分

子材料化学グループにおける

ナノフィラー分散熱可塑性エ

ラストマー、ゴムの信頼性解

析、ポリウレタンエラストマ

ーの高強度化、エポキシ系接

着剤の強靭化および解体性接

着剤に関する研究内容と主な

実験設備について紹介」

　◇九州大学西村研究室「燃

料電池自動車や水素ステーシ

ョンに使用される機器の高圧

水素シール材料の研究開発を




